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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 26,470 0.4 914 68.7 932 30.4 15 △96.7
26年3月期第2四半期 26,361 10.5 542 22.3 715 95.0 453 212.6

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 △312百万円 （―％） 26年3月期第2四半期 2,256百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 0.18 ―
26年3月期第2四半期 5.54 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第2四半期 61,915 20,900 32.2
26年3月期 64,403 21,345 31.8
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 19,960百万円 26年3月期 20,481百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00
27年3月期 ― 0.00
27年3月期（予想） ― 2.00 2.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 54,000 △2.9 2,000 43.1 2,000 25.4 500 5.9 6.11



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
(注)詳細は、添付資料4ページ「2．サマリー情報(注記事項)に関する事項 (1) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(注)詳細は、添付資料4ページ「2．サマリー情報(注記事項）に関する事項 (2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 業績予想（平成26年10月29日公表）の見直しは行っておりません。本資料に掲載している業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情
報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 81,940,298 株 26年3月期 81,940,298 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 58,161 株 26年3月期 57,784 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 81,882,331 株 26年3月期2Q 81,883,678 株
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1. 当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

  当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国や欧州諸国では回復局面と思われた景気に

力強さを欠く展開となり、中国を中心としたアジア新興国では伸び悩みの傾向が続き、依然として

不透明な状況で推移しました。一方、わが国では、消費税増税前需要の反動はあったものの、景気

回復政策などを背景に雇用や所得水準は上昇し、個人消費にも底堅さが見られるなど、緩やかな回

復基調で推移しました。 

当社グループにおいては、機能製品分野では、円安に伴う輸出環境の改善がある一方、原材料価

格の高騰などにより厳しい状況が続きましたが、建設・建材関連分野では、住宅着工戸数の増加な

どもあり堅調に推移しました。 

  このような状況のもと、当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高は 264 億 7

千万円と前年同期比 1 億 9 百万円（0.4％増）の増収、営業利益は 9億 1千 4 百万円と前年同期比 3

億 7 千 2 百万円（68.7％増）の増益、経常利益は 9 億 3 千 2 百万円と前年同期比 2 億 1 千 7 百万円

（30.4％増）の増益となったものの、四半期純利益は法人税等の増加や繰延税金資産の取崩などに

より、1千 5百万円と前年同期比 4億 3千 8百万円（96.7％減）の減益となりました。 

 

  セグメント別の概況は、次のとおりであります。 

 

（機能製品） 

  当セグメントの主な取扱製品は、ファインケミカル製品、メラミン樹脂、接着製品、マーキング

フィルム、ステッカー、包装用フィルムなどであります。 

  このうち、ファインケミカル製品は農薬関連向けは低迷しましたが、電子材料向けが堅調に推移

し、前年同期並となりました。メラミン樹脂製品は海外向けが堅調に推移し、前年同期比増収とな

りました。接着製品は光学関連分野向けをはじめ総じて振るわず、前年同期比減収となりました。

マーキングフィルムは海外向けが伸長し、前年同期比増収となりました。ステッカーは東南アジア

地域での販売が振るわず、前年同期比減収となりました。包装用フィルムは国内向けが低迷し、前

年同期比減収となりました。 

  以上により、当セグメントの売上高は 116億 2千 2百万円と前年同期比 8億 8千 7百万円（7.1％

減）の減収、セグメント利益は 7 億 9 千 1 百万円と前年同期比 3 億 1 千 2 百万円（28.3％減）の減

益となりました。 

 

（電子・光学製品） 

  当セグメントの主な取扱製品は、再帰反射シート、セラミック基板、厚膜印刷製品、プリント配

線板などであります。 

  このうち、再帰反射シートは欧州向けが順調に推移したことに加え、円安の影響もあり、前年同

期比増収となりました。セラミック基板はスマートフォン向けは堅調でしたが、デジタル家電向け

が低調に推移し、前年同期比減収となりました。プリント配線板は情報関連向けが振るわず、前年

同期比減収となりました。 

  以上により、当セグメントの売上高は 71 億 8 千 6 百万円と前年同期比 2 億 2 千 3 百万円（3.2％

増）の増収となり、セグメント損失は 1 億 1 千 6 百万円（前年同期は 4 億 7 千 5 百万円の損失）と
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なりました。 

 

（建材関連） 

  当セグメントの主な取扱製品は、住宅用アルミ建材などであります。 

住宅用アルミ建材は主力の手摺、笠木等の販売が伸長しました。 

以上により、当セグメントの売上高は 55億円と前年同期比 7億 1千 3百万円（14.9％増）の増収、

セグメント利益は 2億 9千 8百万円と前年同期比 2億 2千 7百万円（319.7％増）の増益となりまし

た。 

 

（エンジニアリング） 

  当セグメントの主な事業内容は、産業プラントの設計・施工などであります。 

産業プラントの設計・施工は国内向け工事案件の完工が増加しました。 

以上により、当セグメントの売上高は 44億 3千 7百万円と前年同期比 21億 3千 4百万円（92.7％

増）の増収、セグメント利益は 1億 2千 3百万円と前年同期比 9千 4百万円（324.1％増）の増益と

なりました。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

 （資産、負債及び純資産の状況） 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前期末比 24 億 8 千 8 百万円減少し、619 億 1

千 5百万円となりました。 

このうち、流動資産は、大型工事案件に係る売上債権の回収などにより、前期末比 24億 3千 7

百万円減少し、288億 4千 2百万円となりました。固定資産は、設備投資は増加したものの、繰延

税金資産の取崩などにより、前期末比 5千万円減少し、330億 7千 2百万円となりました。 

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前期末比 20億 4千 3百万円減少し、410億 1千

4百万円となりました。 

このうち、流動負債は、短期借入金の返済などにより、前期末比 33億 2千 8百万円減少し、257

億 7千 4百万円となりました。固定負債は、長期借入金の調達などにより、前期末比 12億 8千 4

百万円増加し、152億 3千 9百万円となりました。 

当第２四半期連結会計期間末の純資産は、剰余金の配当や為替換算調整勘定の変動などにより、

前期末比 4億 4千 4百万円減少し、209億円となりました。 

以上の結果、自己資本比率は前連結会計年度末の 31.8％から 0.4ポイント改善し、32.2％とな

りました。 

 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半

期純利益などの内部留保の増加により、14億 2千 7百万円の収入（前年同期は 10億 5千 6百万円

の支出）となりました。投資活動によるキャッシュ・フローは、国内外の設備投資による有形固

定資産の取得などにより、12億 9千 3百万円の支出（前年同期は 14億 6千 8百万円の支出）とな

りました。財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金を返済したことなどにより、7億 9

千万円の支出（前年同期は 25億 3千 2百万円の収入）となりました。この結果、現金及び現金同
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等物の四半期末残高は、前期末比 7億 5千 1百万円減少して 35億 1千 7百万円となりました。 

 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

  平成 26年 10月 29日に公表いたしました連結業績予想に変更はありません。 

 

 

2. サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用の計算 

 一部の連結子会社については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。 

 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計方針の変更 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成 24年５月 17日 企業会計基準第 26

号）第 35項及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成 24年５月

17 日 企業会計基準適用指針第 25 号）第 67項の定めについて、第１四半期連結会計期間より適

用しております。 

これに伴い、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法

を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存期間に近似し

た年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間ごとに設定された複数の割引率に使用する

方法へ変更しております。 

同会計基準第 37項の定めに従い遡及処理せず、当第２四半期連結累計期間の期首において当該

変更に伴う影響額を利益剰余金に加減した結果、主として退職給付に係る負債が 133 百万円減少

し、利益剰余金が 65百万円増加しております。 

なお、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

該当事項はありません。 

 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

該当事項はありません。 

 

(セグメント情報等） 

  １ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

前第２四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日) 

 

 

報告セグメント 
調整額 

(百万円) 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(百万円) 

機能製品 
(百万円) 

電子・光学 
製品 

(百万円) 

建材関連 
(百万円) 

エンジニア 
リング 
(百万円) 

合計 
(百万円) 

売上高        

 外部顧客への売上高 12,497 6,961 4,785 1,731 25,974 387 26,361 

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高 

12 2 2 572 588 △588 ― 

計 12,509 6,963 4,787 2,303 26,562 △201 26,361 

セグメント利益又は 
損失(△) 

1,103 △475 71 29 729 △14 715 

(注) １ 外部顧客への売上高の調整額には、請負工事に係る収益計上のうち工事進行基準に基づく売上高が含

まれております。 

２ セグメント利益の調整額には、棚卸資産に係る未実現損益及び各セグメントに配分していない一般管

理費が含まれております。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

 

当第２四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日) 

 

 

報告セグメント 
調整額 

(百万円) 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(百万円) 

機能製品 
(百万円) 

電子・光学 
製品 

(百万円) 

建材関連 
(百万円) 

エンジニア 
リング 
(百万円) 

合計 
(百万円) 

売上高        

 外部顧客への売上高 11,352 7,185 5,490 3,879 27,906 △1,436 26,470 

 セグメント間の内部 
 売上高又は振替高 

270 1 10 558 839 △839 ― 

計 11,622 7,186 5,500 4,437 28,745 △2,275 26,470 

セグメント利益又は 
損失(△) 

791 △116 298 123 1,096 △164 932 

(注) １ 外部顧客への売上高の調整額には、請負工事に係る収益計上のうち工事進行基準に基づく売上高が含

まれております。 

２ セグメント利益の調整額には、棚卸資産に係る未実現損益及び各セグメントに配分していない一般管

理費が含まれております。 

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 
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